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ンを付けたということになれば，CPUコアの動作ク

ロックが違ったり，内蔵されているI/Oの機能やメモ

リ容量が多少違う程度，と思うのが普通でしょう．

ところが，従来のワンチップ・マイコンとPSoCで

は，設計思想が大きく違っています．従来のワンチッ

プ・マイコンはおおむね図1－1のように，CPUのバ

ス上にタイマやカウンタ，A－DコンバータやD－A

コンバータといった固定されたインターフェース・ブ

ロックを配置しています．インターフェース部分の機

能は，比較的単純なものにしておいて，基本的な信号

処理はすべて外部で行ってからCPUに入力されます．

CPUは前処理されたデータを受け取ってそれらを処

理していくという考え方なのです．

ワンチップ・マイコンで人気の高いPICやAVRを

はじめとしてH8なども同じ考え方で，あくまでも

CPUは外部回路のためのコントローラとして位置付

けされています．

これに対してPSoCの内部ブロックは，図1－2のよ

うになっています．一見したところ，単にディジタル

PSoC，アナログPSoCと書かれたものが並んでおり，

それぞれのPSoCグループの中にディジタルPSoCブ

ロックが8個，アナログPSoCブロックが12個並んで

いるにすぎません．今までのワンチップ・マイコンで

おなじみの，シリアル・ポートやカウンタ，タイマ，

そしてA－D/D－Aコンバータも見当たりません．

PSoC
　ピーソック　

（Programmable System－on－Chip）は，アナ

ログ回路の世界とディジタル回路の世界，そしてマイ

コンを一つのチップに収めたような不思議なワンチッ

プ・マイコンです．

国内ではなかなか紹介される機会もなく，なじみの

薄いマイコンですが，海外ではプロはもちろんのこと，

アマチュアや大学などでの教育用として幅広く使われ

始めており，デザイン・コンテスト（1）なども行われて

います．本連載では，PSoCの特徴と使い方，そして

製作事例を解説します．

● 試作に適したDIPパッケージが用意されている

PSoCマイコン（以降，PSoC）の外観を写真1－1に

示します．最近のワンチップ・マイコンはピン数が多

くなり表面実装用のパッケージが一般的ですが，

PSoCは写真のとおりピン数が少なく，試作に便利な

DIPパッケージも用意されています．

● 従来のワンチップ・マイコンとの違い

写真1－1だけを見ていると，また新手のワンチッ

プ・マイコンか，この手のものならPICやAVRもあ

る，と思われた方も多いことでしょう．

小さなDIPパッケージでは使えるI/Oピンの数も限

りがありますし，CPUコアとROM，RAMにI/Oピ
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図1－1 従来のワンチップ・マイコンの内部ブロック

写真1－1 PSoCの外観．DIPパッケ－ジが用意されている（サ

イプレスセミコンダクタ）
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● プログラマブルなアナログ，ディジタル信号処理

モジュールの集合体

PSoCでは，シリアル通信もA－D/D－A変換もで

きないのでしょうか？そんなことはありません．例え

ば，図1－3はアプリケーション・ノートAN2074に

掲載されている，その名も“Poor Man's Oscilloscope”

です．ハードウェアはこれですべてです．

最大サンプリング周波数は 8 ksps 程度ですが，

9600 bpsのシリアル・ポート経由でホストからのゲイ

ン調整や取り込みサイズ，サンプリング周波数やトリ

ガ位置などのコマンドを受け取って動作します．これ

は，PSoCが入力されたアナログ信号のゲイン調整を

したうえでA－D変換することや，シリアル・ポート

経由でのコマンドの受信，データ送信ができるという

ことを意味しています．

詳しくはこれから説明していきますが，実はディジ

タルPSoCブロックは，タイマにも，カウンタにも，

そしてシリアル通信ユニットにも切り替えて使用でき

る汎用モジュールなのです．

また，アナログPSoCブロックは，汎用のアナロ

グ・ユニットと言えばすぐ思い浮かぶとおり，OPア

ンプが1個ずつ入っており，増幅やフィルタ，加減算

などのいわゆるアナログ信号処理を担当する汎用モジ

ュールになっているのです．

つまり，PSoCは汎用のアナログ信号処理モジュー

ルとディジタル信号処理モジュールの集合体なのです．

● 必要な機能は作る．それがPSoCスタイル

汎用モジュールであるPSoCブロック単体で実現で

きないような機能，例えばA－Dコンバータなどは，

PSoCブロックを組み合わせて利用し，さらに必要と

あらばCPUを動員して実現します．モジュール間に

は配線領域があり，信号の接続はレジスタで設定しま

す．

つまり，PSoCでは，複雑な機構はお仕着せのモジ

ュールを用意するのではなく，アナログPSoCとディ

ジタルPSoCという汎用モジュールを組み合わせて作

り上げるという考え方になっているのです．

この方法ならば，例えばA－Dコンバータの分解能

や変換方式なども目的に応じて選ぶことができます．

また，例えば前段にフィルタを付けたり，ほかの信号

との間で演算処理を行ってからA－D変換するといっ

たことも，単にPSoCブロックの設定変更で済みます．

● あらかじめ機能モジュールが用意されている

このようにPSoCはフレキシブルで便利なマイコンで

すが，いちいち機能回路を初めから作るのは面倒です．

そこで，よく使われるようなものについては，サイ

プレスセミコンダクタ社があらかじめモジュールとし

て提供しています．ソフトウェアでいうところのライ

ブラリ，FPGAなどでいうIPコアのようなものです．

これらは，PSoC Designer上からは，あたかも一つ

のユニットであるかのように配置して，必要な機能パ

ラメータをセットするだけで利用できるようになりま

す．以下は，PSoC Designer Version 4.0ベータ版に
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PSoCの内部ブロック…シリアル・ポートもカウ

ンタやタイマも，A－D/D－Aコンバータも見当た

らない
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図1－3（2）

“Poor Man’s Oscilloscope”の回路図

パソコンを利用したオシロスコ－プへの応用．たっ

たこれだけの部品でオシロスコ－プのアナログ信号

処理ができてしまう


